














































　調査対象は、関西女子学園（創価女子学園）の草創期の卒業生 9 名。2010 年 9 月から 2011 年
11 月にかけて聞き取り調査を行った。半構造化インタビュー方式で、対象者の同意を得た上で
IC レコーダーに録音を行った。インタビューはすべて個別に筆者が行い、かかった時間は一人






















　調査対象者については表 2 に記したが、前回の調査（3）と同じメンバーである。期別は高校 1
















































1 A 中 1・高 4 主婦 一般企業
2 B 中 1・高 4 同時通訳 外資系企業
3 C 中 5・高 8 翻訳 テレビ局プロデューサー
4 D 中 5・高 8 主婦 創価学会本部職員
5 E 高 1 主婦・日本語講師 一般企業
6 F 高 1 主婦・小学校講師 関西創価小教員
7 G 高 1 小学校校長 小学校教員
8 H 高 1 小学校校長 小学校教員





























































































































































　「みんな仲が良かった。一番多感な時期の 3 年間、6 年間を一緒に過ごしたことは、縁だね。切って
も切れない関係、ずっと続くんだろうね。そのときのそのまんまのその子を知っているから、今たとえ
お金持ちだろうが、病気だろうが、太ってようがやせてようが、関係ない。喜びは 100％ 喜んであげら
れる。おとぎ話のような 3 年間。いつでもその頃に戻れるの。昨日のことのように戻れる。」（A さん）









































































































































































































































































































































































































































あった。密度の濃い 3 年間、また 6 年間を共にした卒業生たちの絆は現在も続いており、美しい
友情の連帯が育まれていることが示唆される有意義なインタビューとなったことをここに記した
い。
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